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仙台市震災復興メモリアル等検討委員会 

報告書（案）について 

資料２ 
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検討委員会報告書について 

  

 ＜位置付け＞ 

 ● 約１年半、10回にわたる委員会の議論の成果を、 

   委員会の提言の形でまとめるもの。 

 ● いただいた提言をもとに、今後メモリアル事業に 

   取り組んでまいりたい。 

 

 ＜スケジュール＞ 

 ●８月：第８回委員会 

 ●９月：委員を個別に訪問・ヒアリング 

 ●10月：意見を反映させた報告書を確認いただき修正対応 

 ●11月：第９回委員会 ※７～８割完成の報告書案で議論 

 ●12月：第10回委員会（報告書完成） 
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検討委員会報告書について 

  

＜本日の議論の流れ＞ 

 

 ● 事務局から報告書（案）概要について説明 

 

 ● 論点１ 委員会の議論により浮かび上がった検討テーマ 

      「明日へ向かう力を育てる」の記載について 

 

 ● 論点２「協働による推進体制」について 

 

 ● 論点３ その他 全体構成など 
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 ＜目次案＞ ※報告書案【資料３】をご覧ください 

  ● はじめに 

  ● 仙台市震災復興メモリアル等検討委員会設置について 

 

  ● １総論  

    １－１ 震災復興メモリアルに込める願い（基本理念）  

    １－２ 震災の経験をつなぐための６つの取組み  

    １－３ ２拠点での展開による事業の推進  

    １－４ 協働による事業推進  

 

  ● ２具体内容  

    ２－１ ６つの取組みの方向性  

    ２－２ 中心部・沿岸部、２拠点での展開  

    ２－３ 協働による事業推進  

 

  ● 参考資料 

 

 

検討委員会報告書について 
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【論点１】 

委員会での議論から浮かび上がった 

検討テーマについて 
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委員会での議論から浮かび上がった検討テーマについて 
 
 
 ＜第８回委員会（8/26）議題＞ 
 
  議題１：委員会での議論から浮かび上がった検討テーマについて 

  「文化・芸術による、心の復興と想いの継承（仮）」 

   として議論を行った 

 

 

 

     ＜委員会での意見＞ 

    ○文化・芸術の取組みについて 

     ・取組みの１つの柱とすることについて賛成 

     ・果たした役割について再確認 

     ・文化の捉え方について、整理が必要 
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委員会での議論から浮かび上がった検討テーマについて 
 
 
 ＜９～１０月に委員個別訪問・相談＞ 
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当初「明日へ向かう力を育てる」を意義に、 

「文化・芸術の力を復興に活かす」取組みとして整理 

 ⇒全体構成を確認いただいた際、 

  “「明日へ向かう力」は「文化・芸術」のみでは 

   なく「学び」の力もあるのでは”というご意見 
 

【基本理念】 東日本大震災の経験を未来へ、世界へ、つなぐ 

  

       

●地域資源を引き継ぐ ●震災の記憶を継承する ●明日へ向かう力を育てる 

東部地域における 

みどりの再生 

貞山運河の保全再生 

と利活用 

モニュメントの整備と 

遺構による記憶の継承 

市民力によるアーカイブ 

の整備と利活用 

文化・芸術の力を 

復興に活かす 



委員会での議論から浮かび上がった検討テーマについて 
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 ○「学び」に関する視点の必要性について（委員意見） 

 ・歴史的史実、科学的知見から読み解き、自らが総 

  合的に判断できる力を育てるなど「学び」の視点 

  が必要 

 

 ○ 過去の委員会における「学び」「人材育成」等に 

   関する意見を改めて洗い出し【資料４】 

 ・「学び」に関してご意見いただいた内容は、アーカ 

  イブや回遊性などの項目に反映させてまとめようと   

  していた 

 ・ただし、取組みとしての柱立てはしていなかった 



委員会での議論から浮かび上がった検討テーマについて 
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【基本理念】 東日本大震災の経験を未来へ、世界へ、つなぐ 

  

       

●地域資源を引き継ぐ ●震災の記憶を継承する ●明日へ向かう力を育てる 

⇒「知り学ぶ機会の創造による人育て（仮）」として 

  取組みを整理 

       

※詳細は【資料３ Ｐ．11】 

東部地域における 

みどりの再生 

貞山運河の保全再生 

と利活用 

モニュメントの整備と 

遺構による記憶の継承 

市民力によるアーカイブ 

の整備と利活用 

文化・芸術の力を 

復興に活かす 

知り学ぶ機会の創造 

による人育て（仮） 



ご議論いただきたいこと 

 
【論点】委員会での議論から浮かび上がった 
    検討テーマについて 
 

  ① 「明日へ向かう力を育てる」ための取組みを 

    「文化・芸術の力を復興に活かす」、 

    「知り学ぶ機会の創造による人育て（仮）」 

     の２つにまとめることについていかがか。 

 

  ② それぞれの取組みに関する記載内容はいかがか。 

    ※報告書【資料３ Ｐ．10～11】 
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【論点２】 

協働による推進体制について 

13 



ご議論いただきたいこと 

 
【論点】協働による推進体制について ※P.15 
 

  ① 事業主体が多岐に渡るメモリアル事業を、市民の 

    知恵や想いを結集し、将来永続的に推進するため 

    には、どのような体制や取組みが必要でしょうか。 

 

  ② 誰が、何を取組むべきか。 

    （行政ができること、協働でできること、 

     市民自身ができること など） 

 

 
 

14 



【論点３】 

その他 全体構成など 
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ご議論いただきたいこと 

 
【論点】その他 全体構成など 
 

  ① その他全体的に見て、本日議論で触れていない 

    点など、お気づきの内容があればご意見いただ 

    きたい 
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